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 第 3 因子「連携・協働の自信」のみ取得学位と臨床経験年数に有意な関連がみられ、
臨床経験年数 11 年以上で学士以上が第３因子に高得点をつける傾向にあった
（F(1)=6.19,p<.05）。 
 取得学位と勤務場所について第１因子から第５因子のすべての結果について有意差
はみられなかった。 
 以上のように、神奈川県内で働く周産期看護職を対象として、妊婦の口腔保健指導実
施の有無に関連する要因を明らかにした。本調査結果は調査票に基づくものであり、実
際の態度や特性が正確に反映されているとは限らない。また一般化することに関しても
限界がある。今後は横断研究で対象者を増やし一般化に向けた取り組みと妊婦口腔保健
指導を推進する効果的な連携システムの構築を目指していきたい。 
